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まちライブラリー「古代史水曜セミナー」(第19回） 2024年11月20日（水）正木裕

１、『書紀』に記す磐井の乱
（Ⅰ）「筑紫国造磐井」が527年に反乱を起こした
（Ⅱ）「磐井」の謀反実行と討伐令（継体21年（527）記事）
（Ⅲ）527年～528年の物部麁鹿火による「磐井」討伐
（Ⅳ）継体と物部麁鹿火の「領地分割案」は盗用
２、『書紀』の「磐井の乱」の造作
（Ⅰ）造作は「継体（男大迹王）崩御の3年繰り上げ」に始まる
（Ⅱ）「磐井の乱」の「3年繰り上げ」
（Ⅲ）「毛野臣の過ち」と「新羅の南加羅併合」
３、「加羅騒乱」と毛野臣の謀反
（Ⅰ）新羅による南加羅併合の真相
（Ⅱ）毛野臣召喚と謀反勃発
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子・皇子、倶に崩薨りましぬ」

26年壬子

（532）
空白

27年癸丑
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空白

28年甲寅

（534）

『書紀』継体紀「或る本」

「28年歳時甲寅

（534）に崩りましぬ」

『書紀』安閑紀

安閑元年「是年、太歲甲寅

（534年）」

「継体と磐井の乱の真実」（『古事記』『日本書紀』千三百年の孤
独。明石書店2020年所収）



『書紀』継体紀21年（527）～22年（528）に記す、
➊「筑紫国造磐井」が、新羅と通じて「継体天皇に叛き」反乱し、継体が任那復
興の為半島に派遣した近江毛野臣の大軍を妨げ、物部麁鹿火に討伐されたと
する、いわゆる「磐井の乱」の実際は、

➋「任那に駐在する近江毛野臣」が、新羅と通じて「筑紫君磐井に叛き」反乱し、
いわゆる「加羅騒乱と新羅による南加羅など任那の併合」を引き起こし磐井に討
伐された事件を核に、様々な資料を引用・盗用したもので、

❸任那復興のために大軍を送ったのは継体や毛野臣でなく磐井であり、これを
妨げたのが毛野臣だった。

❹『書紀』の「磐井の乱」記事は、「倭の5王を継ぐ筑紫君磐井」の、「対新羅の
任那復興戦での敗北と崩御」を「継体の磐井討伐記事」に仕立てたもの。

『書紀』と逆転する「磐井」と「磐井の乱」の解釈
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◆『書紀』継体21年（527）6月に筑紫国造磐井が、筑紫・火・豊国を拠点に反乱を起こし、新羅
に奪われた任那（南加羅など）復興の為継体が半島に派兵する近江毛野臣（けなのおみ）の軍の渡海を妨げた。
そこで継体は物部麁鹿火（あらかひ）を送り、22年（528）11月に筑後御井の郡の戦で、遂に磐井を
斬り筑紫・火・豊国を奪還した。磐井の子「筑紫君葛子（くずこ）」は、糟屋の屯倉を献って死罪を免れた。

１、『書紀』に記す磐井の乱（Ⅰ）「筑紫国造磐井」が527年に反乱を起こした

⑴発端：527年6月「筑紫国造磐井」が、新羅にそそのかされ謀反を企み、毛野臣の派兵を妨げた

『書紀』に記す「磐井の乱」とはこんな事件

『書紀』継体21年（527）6月（13日）。近江毛野臣、衆六万を率
て、任那に往き、新羅に破られし南加羅・喙己呑（とくとこん）を復興建（かへした）

て、任那に合せむとす。是に、筑紫国造磐井、
➊陰（ひそか）に叛逆（そむ）くことを謨（はか）り、（かくれて謀反を起こそうと思い）

➋猶預（うらもひ）して年を経。（常々思いながら実行できず年月を送っていた）
❸事の成り難き（謀反の失敗）を恐りて、恒に間隙（すき）を伺ふ。（それは謀反
の失敗を懸念して、隙を窺ってきたから）
❹新羅、是を知りて、密かに貨賂を磐井が所に行りて勧むらく、毛野臣の
軍を防遏（た）へよと。（これを知った新羅が磐井に賄賂を贈り、毛野臣の
軍を阻止するように要請）⇒これらが「磐井の悪行」を示す記事とされる

任那諸国

新

羅

南加羅・喙己呑⇒新羅と接する洛東江沿いの諸国。但し新羅が南加羅を併合したのは529年以降。⇒『書紀』の
継体23年（529）に毛野臣の過ちで南加羅が併合されたとある。（岩波『書紀』も「おかしい」と注釈）4



磐井は筑紫・火（肥前・肥後）・豊（大分）を拠点に半島諸国の朝貢を横取りし、毛野臣と戦った

１、『書紀』に記す磐井の乱（Ⅱ）「磐井」の謀反実行と討伐令（継体21年（527）記事）

❺是に、磐井、火・豊、二つの国（筑紫を入れ3国）に掩（おそ）ひ拠りて、使修職（つかへまつ）らず。
⇒北部九州全域を支配し、継体には臣従しなかった。
❻外は海路を邀（た）へて、高麗・百済・新羅・任那等の国の年（としごと＊毎年）の職貢船を誘（わか

つ）り致し、⇒半島諸国を欺き毎年朝貢させた。（筑紫が半島の窓口になるのは当然。毎年騙されることはない）
❼内は任那に遣せる毛野臣の軍を遮（さいぎ）り、⇒毛野臣の渡海を妨げた
❽乱語（なめりごと）し言揚げして曰はく、「今こそ使者（つかひひと）たれ、昔は吾が伴として、肩摩り肘
触りつつ、共器（おなじけ）にして同食（ものくらひ）き。安んぞ率爾（にはか）に使となりて、余をして爾が前
に自伏（したがは）しめむ」といひて、遂に戦ひて受けず。⇒磐井は毛野臣に、「今でこそ朝廷の使
者というが、昔は同僚。なんでおまえなんぞに從えるか」、と暴言をはいて抵抗し戦った。
❾驕りて自ら矜（たか）ぶ。⇒このようにおごり高ぶった態度をとった。

❿是を以て、毛野臣、乃ち防遏（た）へられて中途にして淹滞（さはりとどま）る。⇒磐井の妨害で毛野臣は渡海できず。
⓫天皇、大伴大連金村・物部大連麁鹿火・許勢大臣男人等に詔して曰はく、「筑紫の磐井反き掩（おそ）ひて（＊抜

去する）、西の戎の地（＊九州）を有（たも）つ。今誰か将たるべき者」と。⇒九州の磐井が謀反をおこした。討伐の将軍
に相応しいのは誰か、と大伴金村・物部麁鹿火らに下問した。
⓬大伴大連等僉（みな）曰さく、「正に直しく仁み勇みて兵事に通へるは、今麁鹿火が右に出づるひと無し」と。天皇
曰はく、「可（ゆるす）」。⇒物部麁鹿火が相応しいという意見を受け、麁鹿火を磐井討伐の将軍にした。

天皇（継体とする）は物部麁鹿火に磐井討伐を命じる

磐井は北
九州全体
の支配者
という意味

5



⓭秋８月1日に、詔して曰はく、「咨（あ）、大連、茲惟（これこ）の磐井率（したが）はず。汝徂（ゆ）きて征（う）て」と。⇒物
部麁鹿火に磐井討伐を命じた（『古事記』では金村と麁鹿火が命じられた。「＊此の御世に、竺紫君石井、天皇の命に従は
ずして、多く禮なかりき。故、物部荒甲の大連・大伴の金村の連二人を遣して、石井を殺したまひき。」これが『古事記』の磐井
（石井）の乱の全てで、『書紀』の１/10の記事量）

⓮物部麁鹿火大連、再拝（おが）みて言さく、「嗟（あ）、夫れ磐井は西の戎の奸猾（かだましきやっこ）なり。川の阻（さが）し
きところを負（たの）みて庭（つかへまつら）ず。山の峻（たか）きに憑（よ）りて乱を称（あ）ぐ。徳を敗りて道に反く。侮り嫚（おご）
りて自ら賢しとおもへり。⇒筑紫が「西戎の地」なら神武は「西戎の地」出身となる。（本来「西戎・西蕃の地」は新羅）
⓯在昔（むかし）道臣より、爰（ここ）に室屋に及るまでに、帝を助（まも）りて罰（う）つ。民を塗炭（くるしき）に拯（すく）ふこと、
彼も此も一時（もろとも）なり。唯天の賛（たす）くる所は、臣が恒に重みする所なり。能く恭み伐たざらむや」と。
⇒「道臣」は芸文類聚の「周武」を、室屋は「公旦」を入れ換えたもの。道臣は大伴氏の祖先、室屋は大伴金村の
祖父で、共に大伴氏の功績を讃えていて、物部麁鹿火の言に相応しくない。
⓰詔して曰はく、「良将の軍すること、恩を施して恵（うつくしび）を推し、己を恕（おもひはか）りて人を治む。攻むること河の
決（さ）くるが如し。戦ふこと風の発つが如し」と。重（また）詔して曰はく、「大将は民の司命（いのち）なり。社稷（くにいへ）

の存亡、是に在り。勗めよ。恭みて天罰を行へ」と。⇒『芸文類聚』（武部将帥、黄石公三略）「良将軍也、恕己
治人、推恵施恩、・・戦如風発、攻如川決」を引用。

１、『書紀』に記す磐井の乱（Ⅲ）527年～528年の物部麁鹿火による「磐井」討伐

⑵、継体21年（527）８月：継体は物部麁鹿火に磐井討伐令を下し、恩賞に筑紫の支配権を約す

岩波『書紀』注釈：「以下の詔と麁鹿火の言とは全文が『芸文類聚』（初唐の類書・辞典）、式部
の戦伐・将帥条の諸書をつなぎあわせて成り立っており、句の順序を変えたり、人名・地名
を入れ換えたりしたもの。漢文的修飾の典型的な例」とする。（もはや修飾でなく盗用）

つまり全て『書
紀』編者の創作
した「物語」です。
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⓲継体22年戊申（528）冬11月甲子（11日）に、大将軍物部大連麁鹿火、
親ら賊の帥磐井と、筑紫の御井郡に交戦ふ。旗鼓相望み、埃塵（ちり）相接げり。機
を両つの陣の間に決（さだ）めて、万死（みをす）つる地を避らず。遂に磐井を斬りて、果し
て橿場（さかひ）を定む。12月に、筑紫君葛子、父のつみに坐りて誅（つみ）せられむこと
を恐れて、糟屋屯倉を献りて、死罪贖（あが）なはむことを求（まう）す。

⑶、528年11月：物部麁鹿火は筑後御井で磐井を討ち、磐井の子の葛子は糟屋屯倉を献上して贖罪した

⓱天皇、親ら斧鉞（まさかり）を操（と）りて、大連に授けて曰はく、「長門より東をば朕制（とら）む。筑紫より西を汝制れ。
専（たくめたまひ）賞罰（ものつみ）を行へ。頻に奏すことに勿煩ひそ」と。⇒この文は『芸文類聚』『淮南子』の「主（王）親操鉞、
授将軍曰・・・將軍制之」及び『漢書』の「闑以内（内政）寡人（王自ら）制之、闑以外（外征）將軍制之」を引
用・改変したもの。従来継体と麁鹿火の領地分割案とする考えもあったが、そうすれば、磐井の領土は長門以東
にも及んでいた事となり、磐井支配地は筑紫・豊・肥という『書紀』の建前からも矛盾。

継体と物部麁鹿火の「領地分割案」も盗用だった

１、『書紀』に記す磐井の乱（Ⅳ）「磐井討伐」（継体と物部麁鹿火の「領地分割案」は盗用）

『書紀』磐井の乱（Ⅴ）磐井の乱記事の解釈 ①通説は前述のような『書紀』どおりの解釈。

➁「磐井の乱」の実態は「筑紫の大王磐井に対する継体の反乱」とする（古田武彦『失われた九州王朝』1973年）
③「磐井の乱」は『書紀』の創作であり、乱そのものがなかった」（古田武彦『古代に真実を求めて』第8集2005年）

④「磐井の乱」は「近江毛野臣の引き起こした加羅騒乱と新羅による任那併合」事件を核に、様々な資料を引用・
盗用したもので、「倭の5王を継ぐ筑紫君磐井の対新羅の任那復興戦での敗北」を「継体の磐井討伐記事」に仕
立てたもの。（本日の話「継体と磐井の乱の真実」（『古事記』『書紀』千三百年の孤独明石書店2020年所収） 8



２、『書紀』の「磐井の乱」の造作（Ⅰ）造作は「継体（男大迹王）崩御の3年繰り上げ」に始まる

『書紀』継体紀の本文で、継体は25年辛亥（531）に崩御

➊「継体25年（531）春2月、天皇病甚（おも）し。丁未（7日）に、天皇、磐
余玉穗宮に崩ず、時に年82。冬12月庚子（5日）、藍野陵に葬る。

「在る本」では崩御は28年甲寅（534）だが 『百済本記』の「日本天皇崩御」記事により継体25年辛亥とした

その結果次の安閑元年（甲寅534年）まで2年の空白が生じる

◆「安閑紀」：継体25年（531）春2月丁未（7日）、男大迹天
皇、大兄（＊安閑）を立てて天皇としたまふ。卽の日に男大迹天皇
崩りましぬ。・・（安閑元年）是年、太歲甲寅（534年）。

25年辛亥

（531）

『書紀』継体紀本文

「25年歳時辛亥

（531）に崩りましぬ」

『百済本記』

太歳辛亥「日本天皇及び太

子・皇子、倶に崩薨りましぬ」

26年壬子

（532）
空白

27年癸丑

（533）
空白

28年甲寅

（534）

『書紀』継体紀「或る本」

「28年歳時甲寅

（534）に崩りましぬ」

『書紀』安閑紀

安閑元年「是年、太歲甲寅

（534年）」

❸継体崩御が「或る本」どおり534年甲寅なら安閑元年を甲寅とする
のと整合、空白は生じない（534年が正しい）。❹『書紀』は『百済本
記』の日本天皇を継体とし継体の崩御を「3年繰り上げ」たため空白が
生じた。⇒これは「日本天皇は継体と別人」であることを示す。

534年崩御なら空白は生じない 継体崩御を3年繰り
上げたことになる

9

日本天皇は継体と考
え531年崩御とした

継体が死ん
だ日に即位

その結
果2年の
空白が

534年を531年に繰り上げ

➋或本に云はく、「天皇、28年歲次甲寅（534）に崩（かむあが）りましぬ」といふ。
  此に25年歲次辛亥（531）に崩ると云ふは、百済本記を取りて文を爲（つく）れるなり。其の文に云はく、太歲辛亥（531）
３月、軍進みて安羅に至りて、營乞乇城（こつとくのさし）を営る。是の月に、高麗其の王安を弑す。又聞く、日本天皇及び太子・皇
子、倶に崩薨りますといへり。此によりて言へば辛亥の歲は25年（531）に當る。後に勘校（かむが）へむ者、知らむ。
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⑵継体21年（527）6月甲午（3日）に近江毛野臣の半島派兵譚があり、そこ
から「磐井の乱」記事に続く。
①21年（527）6月南加羅復興の為毛野臣6万の軍で派兵⇒磐井が妨げる。
②22年（528）磐井討伐、磐井崩御。
③（この間に毛野臣任那派遣）

⑶毛野臣による任那・加羅騒乱事件
①23年（529）3月毛野臣の誤りで南加羅が新羅に奪われる。

534年記事を531年に繰り上げたら、533年記事⇒530年、532年記事⇒529年、531年記事⇒528年、
530年記事⇒527年にと順次「3年繰り上がる」従って本来の年次には「3年繰下げる」必要がある。

＋3年＝531年へ

＋3年＝530年へ

年次逆転

２、『書紀』の「磐井の乱」の造作（Ⅱ）「磐井の乱」の「3年繰り上げ」

⑴『書紀』継体紀で、継体12年～20年まではほとんど記事無し12年（518）3月遷都弟国。17年（523）5月

百済国王武寧薨。18年（524）正月百済太子明（聖明王）卽位。20年（526）9月遷都磐余玉穗。一本云、七年也。

磐井の乱記事の復元

磐井の乱記事は
「3年繰下げ」る必
要がある。

➁24年（530）9月任那（阿利斯等ありしと）が毛野臣の半島における非行奏
上。調吉士（つきのきし）を遣し毛野臣召喚するも拒否、謀反心を抱き、新羅・百済に
遣使。百済は使者を捕らえ籠城する毛野臣を攻める。任那王阿利斯等は「毛野
臣、出てこい（可出毛野臣）」と責めたが、毛野臣は城を固く守り勝てなかった。

③ 24年（530）10月調吉士任那から帰還し、こうした毛野臣の悪行を奏上。
目頬子を派遣し毛野臣を召喚。是歳、毛野臣対馬で死す。

⑷ 25年（531）2月に継体崩御。⇒実際は534年に崩御。日本天皇崩御

529年の任那の毛野臣の過
ちによる新羅の南加羅併合。
530年（527年＋3年）南
加羅復興のための派兵（既に
任那にいる毛野臣派兵ではない）

531年（528年＋3年）磐
井の薨去。日本天皇・太子・
皇子薨去 11



【「新羅を勧めて、更に南加羅・喙己呑を建つ。」の解釈】
➊南加羅の返還（復興建）を勧めた。⇒南加羅は奪われていないので不成立。
➋南加羅・喙己呑の併合を認めない。⇒新羅は「勅」を聞きたがったから実態に合わない（「4月。新羅、
改めて上臣伊叱夫禮智干岐を遣し、衆三千を率て、來りて勅を聽かむと請す。待つこと3月、しきりに勅を聽か
むと請す。終に肯宣せず」とある。）

❸南加羅・喙己呑の併合（割譲）を認めた。⇒翌月新羅が南加羅を併合しているので実態に合致。
◆23年（529）4月是の月。（略）（新羅の）上臣、四つの村を抄き掠め（＊南加羅併合）《金
官・背伐・安多・委陀の四村。一本云、多多羅・須那羅・和多・費智の四村。》（⇒いずれも「南加羅」に属

す）、尽に人物を将て、其の本国に入りぬ。或の人の曰はく、「多多良の四つの村の掠められしは、毛野
臣の過なり」といふ。

「磐井の乱」の発端527年の毛野臣の派兵理由「新羅に破られた南加羅・喙己呑の復興」は年代が合わない

◆ 『書紀』継体21年丁未（527）夏6月甲午（13日）に、近江毛野臣、衆六万を率て、任那に往きて、新羅
に破られし南加羅・喙己呑（とくことん）を復興建（かへした）て、任那に合せむとす。⇒岩波『書紀』も注に「新羅が南加羅を奪っ
たのは毛野の渡海以後のこと（＊529年以降）で、この記述には誤りがあり、不正確な国内史料を修飾したことによるのであろ
う」と記し、「529年以降から527年へ年次の繰上げ」を認める。⇒「継体崩御の3年繰り上げ」から見て実年は530年。

「渡海後の毛野臣の誤りで南加羅は新羅に併合された」のだから「527年記事の繰上げ」は明白

２、『書紀』の「磐井の乱」の造作（Ⅲ）「毛野臣の過ち」と「新羅の南加羅併合」

◆『書紀』継体23年（529）3月。近江毛野臣を遣し、安羅に使す。勅して新羅を勧め、更に南加羅・喙己呑を建つ。 

「毛野臣の過り」は新羅の南加羅併合を認めたことしかも新羅と内通していた

新羅が毛野臣
に「聞かせろ」と
迫った勅は、当
然新羅が望む
内容、つまり「南
加羅併合を認
める」ことだった
ことになる。
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新羅は、毛野臣に「南加羅併合を認める勅」を早く下すよう要請した。三月待ったが勅を下さ
ず、毛野臣が偽って新羅上臣を殺そうとしていると疑い、武力を行使して南加羅を併合した。

３、「加羅騒乱」と毛野臣の謀反（Ⅰ）新羅による南加羅併合の真相

新羅が聞きたがった「勅」は「南加羅併合の承認」

❹継体23年（529）4月。新羅、改めて上臣伊叱夫禮智干岐を遣し（略）、衆三千
を率て、來りて勅を聽かむと請す。・・待つこと3月、しきりに勅を聽かむと請す。終に肯宣
せず。伊叱夫禮智の士卒等、聚落に食を乞ふ。相過る毛野臣の傔人（ともひと）河內馬飼
首御狩に相過る。御狩、他門に入り隱れ、乞者の過ぐるを待ち、手をにぎり、遙かに擊つ
まねす。乞者、見て云ふ「謹みて三月待ち、勅旨を聞かむと佇（のぞ）めども、尚し肯宣せず。
勅聽く使を惱すは、乃ち欺誑（いつは）りて上臣を誅戮（ころ）さむとすると知る。」乃ち所見を、
具に上臣に述ぶ。上臣、四村を抄掠（かすめと）る。

①新羅の聞きたい
勅は南加羅併合
の承認。その勅を
待っていた。➁しか
し、毛野臣に騙さ
れたのではないか
と疑った。③そこか
ら「毛野臣は南加
羅併合を約してい
た」ことになる。

毛野臣は新羅と南加羅併合を密約していた⇒謀反を企んだ

❺継体24年（530）秋9月に、任那の使奏して云さく、「毛野臣、遂に久斯牟羅に舍宅を起し造り、
淹留（とどまりす）むこと二歳、〈一本に三歳といふは、去来（かよ）ふ歳の数を連ぬ。〉政を聴くに懶（よそほしみ＝怠ける・怠る）す。爰
に日本人と任那の人との、頻（しきり）に児息（こう）めるを、諍訟決め難きを以て、元より能判（ことわ）ること無
し。毛野臣、楽（この）みて誓湯（うけゆ）置きて曰はく、『実ならむ者は爛（ただ）れず。虚あらむ者は、必ず爛れ
む』といふ。是を以て、湯に投（め）して爛れ死ぬ者衆（おほ）し。又吉備韓子那多利・斯布利を殺し、〈大
日本の人、蕃の女を娶りて生めるを、韓子とす〉。恒に人民を悩して、終に和解（あまな）ふこと無し」とまうす。

継体24年（530）9月任那（阿利斯等）が毛野臣の半島における非行・悪業を奏上 新羅と通じた
のも悪行を
尽くしたのも
磐井でなく毛
野臣でした
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❻是に、天皇、其の（毛野臣の）行状を聞きて、人（調吉士）を遣はして徴し入る。而に来肯（まうきか）へず。願（しのび）に、河
内母樹馬飼首御狩を以て、京に奉詣（まう）でしめて、奏して曰さく、「臣、未だ勅の旨を成さずして、京郷（みやこ）に還入
（まうでこ）ば、労（ねぎら）へて往きて虚しく帰るなり。慚しく悪きこと安（いずくに）か措かむ。伏して願はく、陛下、国命を成して、
朝に入りて、謝罪（うべなひ）するを待ちたまへ」と。⇒朝命が達成できるまでは帰れないと引き延ばし猶予願う。

朝廷は調吉士を遣し毛野臣召喚するも罪に問われるのを恐れ応ぜず

【ア】「其れ調吉士は、亦是皇華の使なり。若し吾より先だちて取帰（かへ）りて、依実（あるまま）に奏聞
せば、吾が罪過、必ず重からむものぞ」といふ。⇒調吉士に悪行を報告されたら重罰に処せられる。
【イ】乃ち調吉士を遣して、衆を率て伊斯枳牟羅城を守らしむ。⇒調吉士を足止めする
【ウ】是に、阿利斯等（任那王ありしと）、其の細しく砕しきことを事として、期（ちぎり）し所を務めざることを
知り、頻（しきり）に帰朝（かへりまう）でねと勧むれども、尚し還ること聴かず。⇒任那王の説得も聞かず帰
朝せず。【エ】是に由りて、悉に行迹（あるかたち）を知りて、心に翻背（かへりそむ）くことを生（な）す。⇒このま
ま推移すれば前途で重く罰せられるのは必定と考え、謀反の心を抱く

毛野臣が謀反の心を抱く

３、「加羅騒乱」と毛野臣の謀反（Ⅱ）毛野臣召喚と謀反勃発

任那王阿利斯等が帰朝を進めるも応じず

謀反を思い
立ったのも磐
井でなく毛野
臣でした

❼継体24年（530）10月、調吉士、任那より至りて、奏して言さく、『毛野臣、人と
為り傲（もと）り恨（いすか）はしくして治体（まつりごと）を閑（なら）はず。竟に和解（あまなふ）こと無くし
て、加羅を擾乱（さわが）しつ。倜儻（たかほ）に意の任にして、思ひて患を防がず』とまうす。

やはり毛野臣の悪行と「加羅騒乱」は報告されていた

使を奉し後に、更自ら謨（はか）りて曰はく、⇒使いを送った後さまざま考えなおした

ここから毛野臣の謀
反・新羅の南加羅併
合・「磐井」による半島
派兵と「磐井の乱」と
された事件が始まる14

以後の経過は次回に
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